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　 CW INVADERS （以下 CW インベーダー）※１は大ヒットした CW 送信ゲームですが、ゲーム

に特化した仕様で CW を送信することはできません。しかし、マイコンは ATmega328P を使用し

ており、一部改造することで K3NG キーヤー化可能である事がわかりました。※ 2

　ゲームをコンプしてしまったり、 CW インベーダーの利活用を考えている方に向いています。

なお、マイコンを差し替えれば、いつでも CW インベーダーを楽しむ事ができます。

　本書では、 CW インベーダー（及びＣＷエイリアンを含む）の改造および拡張ボードの作成

について説明致します。※ 3

※ １　 CW INVADERS ： JQ1SRN さんが頒布している CW 送信ゲーム

　　　　 http://project59.blog.fc2.com/blog-entry-656.html 　　　

※ ２　 K3NG Keyer は、多くの機能と柔軟性を備えたオープンソースの Arduino ベースの

　　　　 CW （ Morse Code ）キーヤーです。多くのキットや完成品が流通しています。
　　　　 https://github.com/k3ng/k3ng_cw_keyer
※3 　改造は、独自に行っており、本件に関し JQ1SRN さんに問合せをしないでください。
　　　　この改造を行っても、 CW インベーダーがパドルで出来る訳ではありません。 　　　
　　　 本書による改造は、結果を補償するものでは無く、自己責任でお願い致します。

https://github.com/k3ng/k3ng_cw_keyer
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0. 事前確認
　改造に入る前に、自分の CW インベーダーの基板を確認してください。リリース時期や
種類によって改造の範囲が異なります。

改造パターン 
種類 見分けるポイント 改造内容

改造 1-1 改造 1-2 改造 2

パターンカット KEY2 増設 拡張コネクター

CW インベーダー（初期） L と R が導通 要 要 要

CW インベーダー L と R が絶縁 不要 要 要

CW インベーダー II XTAL,LED 有り 不要 要 要

CW エイリアン 全種類 不要 不要 要
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1. 回路図（拡張ボード）

CW インベーダーへ

（オプション）
　拡張 SW へ

C1
0.01
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2. 部品表
2.1 　拡張ボード

番号 品名 記号 規格等

① 抵抗 R7 330Ω

② 抵抗 R1 、 R8 10KΩ

③ 抵抗 R2～ R6 1KΩ

④ LED D1 赤 LED

⑤ トランジスタ Q1 2N4401

⑥ コンデンサ C1 0.01μF

⑦ ミニジャック J2 ﾐﾆｽﾃﾚｵｼﾞｬｯｸ

⑧ L型ピンヘッダ J1 、 J3 6PL型ピンヘッダ

⑨ 可変抵抗 VR1 2連 10KΩVR

⑩ スイッチ SW1～ SW5 縦型タクトスイッチ

⑪ 基板 専用基板

※ J3 、 D1 （ LED ）、 R8 はオプションです。必要ない場合は省略できます。
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2. 部品表
2.2 　 CW インベーダー改造パーツ

番号 品名 記号 規格等

⑫ マイコン※ ATmega328P

⑬ コネクター 6P リード線付きコネクター

⑭ ジャンパー線 約 9cm

⑮ 絶縁材 ビニールチューブ

⑯ 抵抗 1KΩ

⑰ コンデンサ 0.01μF

プラネジ 4本 1 組

※K3NG キーヤー（ CW インベーダー対応版）
　インストール済
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改造 1-1 　パターンカット

CW インベーダーの初期型は、左写真の丸の中のように、ミニステレオジャック 1 番と 3 番端子が接続されています。

部品を乗せてしまうとパターンは隠れて見えませんが、テスターで導通を確認出来ます。

導通が無い場合は、改造 1-2 に進んでください。

【改造手順】

①ハンダ吸い取り器等でミニステレオジャックのハンダを吸い取りステレオジャックを外す。

②カッターナイフ等で右写真の所のパターンをカットする。

③ミニステレオジャックを元の位置に戻す。

3. 改造
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改造 1-2 　 KEY2 増設

CW インベーダーの回路図を抜粋しました。 CW インベーダーは、縦振り電鍵専用のため、入力が 1 つ（ D2 ）しか

ありません。パドル用に 2 番目の入力端子（ D4 ）を増設する必要があります。

※CW エイリアンは対策済のため、改造 2 に進んでください。

3. 改造
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【改造手順】

①CW インベーダーからマイコンを丁寧に抜く。これは、作業中にマイコンを破損させないための措置です。

②「 2.2 　 CW インベーダー改造パーツ」を準備します。

③写真の様に、コンデンサと抵抗を一体化させた部品を作ります。

3. 改造

コンデンサの足を曲げる 抵抗と交差させる　 一方の足を巻き付ける ハンダ付けし、余った線を切る
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【改造手順】
④CW インベーダーの裏面に、作成した部品を取り付けます。

3. 改造

抵抗の先端を 5mm にカットし、ステレ

オジャックの下側に取り付ける。

コンデンサ側はチューブを被せる

コンデンサをステレオジャックの GND

に取り付け、抵抗とコンデンサの間に

ジャンパー線を取り付ける

リード線のもう一方を写真の位置に

付ける
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改造 2 　拡張コネクター　

CW インベーダーを K3NG対応に改造するにあたり、 5個の SW とボリューム（以下 VR ）を増設する必要がありますが、

基板上に増設するスペースが無く、拡張ボードと接続するコネクターを追加します。

コネクターにすることで、取り外しが可能になります。

3. 改造

（オプションん）
　 拡張 SW へ



  12

【改造手順】

① 「 2.2 　 CW インベーダー改造パーツ」の 6P リード線付きコネクターを準備します。

② リード線の先端から５㎜程被覆を剝がし、ハンダ上げした後、先端を 2～ 3㎜にカットしてください。

③下の写真を参考にコネクターのリード線をハンダ付けしてください。

④ リード線をグルーガン（ホットメルト接着剤）等で固定してください。

※ リード線を短く切り過ぎると剝がれやすくなるので注意してください。

3. 改造
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拡張ボードによりスイッチ、 VR を増設します。 J3 、 D1 （ LED ）、 R8 はオプションのため、省略することができますが、

全て取り付ける説明を行います。オプションについては、最期に解説いたします。

4.1 　抵抗を付ける

①最初に 1KΩを付けます。（ R2～ R6 ）

4. 拡張ボードの作成
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② １０KΩ （ R1 、 R8 ）と 330Ω （ R7 ）を付けます。

4. 拡張ボードの作成
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4.2 　トランジスタ、コンデンサ、 LED を付ける（極性が有る部品）

     トランジスタと LED はラジオペンチ等で基板の穴に合うように足を曲げげてから取り付けます。　

4. 拡張ボードの作成

正面から見て、
右側の足が長い

L字に足を曲げる

平らな面を左側に
基板の印刷に合わ
せる
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4.3 　ミニステレオジャックと L型ピンヘッダを取り付ける。

     ピンヘッダは 6P リード線付きコネクターが刺さる様、各角度に注意しながら、取り付けます。　

4. 拡張ボードの作成
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4.4 　スイッチ（ SW1～ SW5 ）と VR （ VR1 ）を取り付けます。

以上で拡張ボードの作成は終了です。

4. 拡張ボードの作成



  18

5.1 　組立

① 改造が終わった CW インベーダーと拡張ボードを用意する。

②拡張ボードにプレネジを取り付ける。

③写真の様にコネクターを挿します。（向きに注意）

④線が折れないように CW インベーダーを表にしてプラネジを締めます。

⑤CW インベーダー用 K3NG マイコン（以下 K3NG マイコン）をソケットに挿します。

5. 組立・動作確認
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5.2 　動作確認

① 改造した CW インベーダーにパドルを接続する。（最初は無線機を接続しない。）

②電源を入れると LCD に「 K3NG keyer CWA 」と表示されＨＩとモールスが流れる。

　　表示が出ない場合は配線等を確認する。

③ＶＲを回し速度が変わることを確認する。

　　速度表示がバタつくまたは LED が点滅する場合はコネクターの向きや接続を確認する。

④一度電源を切り、左右を同時に押しながら電源をいれ、パドルを離すと「ピロピロ」と音がする。（初期化処理）

⑤好みの速度に調整後、左右のパドルを操作しモール音が出ること。

　　正しく操作するとＬＣＤに文字が表示される。

5. 組立・動作確認

パドルへ

無線機へ

VR （速度調節）
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5.2 　動作確認

⑥コマンドボタン（一番左）を押すと「ピッ」となって LED が点灯（コマンドモード）、もう一度押すと消える。

　　コマンドモードに入ならない場合、コネクターおよび SW周りの配線を確認する。

⑦再びコマンドモードに入り、 VR を回して操作しやすい速度に設定する。（少し遅めが良い）

⑧パドルから「 E 」（左 1 回）を打ちとコマンドモードの速度が表示される。

⑨コマンドモードに入り、 MEM1 ボタン押すとメモリー入力モードに入ります。適当なモールスを打ち最期に

　コマンドボタンを押すと、入力したモールス音が再生される。（表示は出ません。）

　再生が終わったらもう一度コマンドボタンを押すと通常モｰﾄﾞに戻ります。

⑩MEM １を押すと、メモリーが再生され文字も表示されます。

⑪MEM2 からMEM4 も同様に⑨～⑩を繰り返し全ての SW の動作を

確認してください。

以上で、基本的な動作確認は終わりです。 K3NG は複数のコマンド

があり、慣れてから実際の運用に入ると良いと思います。

コマンドの解説は以下のページも参考にしてください。

http://ji1pvv.cocolog-nifty.com/blog/2021/12/post-71056c.html

5. 組立・動作確認

コマンド MEM1 　 MEM2 　 MEM3 　 MEM4

http://ji1pvv.cocolog-nifty.com/blog/2021/12/post-71056c.html
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6.参考

カーブルはカットして使います。

１×６Ｐメス／１×６Ｐメス　コネクタ付ケーブル　３０ｃｍ長　
秋月電子通商　 [6S-6S_311-187] 　 140円

SW の外部引き出しについて

　 SW を外部に引き出すことができます。 SW の配線は下図のとおりです。拡張 SW に使うコネクターは、 2.54mm
ピッチ「 QI コネクタ」です。ブレットボード用のコネクター（メス）も使えます。
写真のケーブルは、両方にコネクターが付いているので、カットして使います。
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6.参考

6.4 　メモリー登録ツール

　　　 K3NG のメモリーに、正確にデータを登録するためのツールを別途用意しました。

　　　①「 Serial for Paddle 」： PC からデータを入力できます。予め用意したテキストのコピペにも対応します。

　　　②「M5TextPad 」： Serial for Paddle の機能に加え、 SD カードからのデータを設定できます。

　　　　電源を内蔵しており、パソコンが使用できない屋外でも使用できます。

　　　　和文未対応の K3NG メモリー機能に代わって、和文を送信することが出来ます。

Serial for Paddle M5TextPad
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